
　人の運勢は、その年の当たり星の不思議な霊気をうけて吉凶、禍福します。運勢
の善い星を白星、悪い星を黒星と呼びます。勝負事でいう白星、黒星の語源はここに
あります。年の変わり目の節分にあたって、星まわりが悪い人は悪事、災難から逃れ
られるように、善い人は一層よくなるように、ひたすら「息災延命」を祈る密教修法
を星供といいます。  7 日間（1日 3座・21座）の護摩供にて、誠心誠意ご祈願致します。



今年の運勢早見表

※表の数字は数え歳です。数え年はその年の誕生日が来た時の年齢 +1歳です。
　但し、正月から節分までに生まれた方は前年生まれとみます。また、吉凶には諸説あります。

申込方法
申込用紙にご記入の上、
①現金書留にてお寺までご郵送いただくか、
②ご持参ください。
追加用紙が必要な方は、西光寺までお電話くださいませ。
※祈願者がお寺に参拝する必要はありません。
　なお、秘して行う修法のため、見学はできません。
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※星型御守、木札御守のみの授与は
　受付しておりません。
　結願後、発送させていただきます。
　厄年の方は三重祈願をお勧めします。

初穂料（送料込）令和 2年厄年早見表

紙札御守
（室内用）

星形御守
（肌身用）

木札御守
（神棚用）

　星供とは、弘法大師伝来の真言密教に伝わる息災延命・開運厄除の秘法です。人はみな、星々の影響を受け、吉凶禍福します。
節分に星まわりが大きく変わるため、高野山をはじめ多くの密教寺院において、この時期に施主さまの1年の息災延命を祈ります。
星供のご本尊さまは、北斗七星等の天体の神々です。星曼荼羅（ほしまんだら）という星々の配置を描いた曼荼羅をご本尊と
して、種々の供物を供え至心に祈りを捧げます。星々をまつることから、「星供」は別名「星まつり」とも呼ばれています。

星曼荼羅
星供荘厳（おまつり）星供荘厳（おまつり）

修法後修法後

◎星供の供物（1座分）
7日間で21座拝みます。
◎星供の供物（1座分）
7日間で21座拝みます。

銀銭（ぎんせん）銀銭（ぎんせん）
護摩木護摩木

もちもち

お茶（玉露）お茶（玉露）

ナツメナツメ

スイセンスイセン

白ごま白ごま

本尊塗香本尊塗香

汁（あん・砂糖）汁（あん・砂糖）
果（レーズン）果（レーズン）

末香（白檀）末香（白檀）

焼香（沈香・白檀等）焼香（沈香・白檀等）樒（しきみ）樒（しきみ）

仏供（ごはん）仏供（ごはん）

ろうそく・交飯（五穀）ろうそく・交飯（五穀）

房花(樒)房花(樒)

洗米洗米 五穀五穀

行者塗香行者塗香白芥子白芥子

丸香丸香薬種薬種

切花（樒）切花（樒） 散香散香

ごま油ごま油

末香（白檀）末香（白檀）

おわりに感謝

　一般的な寺院における星供は、節分に1座のみ、或は多く
ても3座か7座程度行ずることが多いです。しかし、住職が尊
崇する和尚さまのお寺さまでは、1週間・21座連続の護摩の
浄炎をあげ、祈願されておられます。当院では、それに倣って
御守の密度を高めています。当院の御守は、初穂料を考えて
もかなりお徳な御守といえます。

　星供では、特別な供物を供えます。写真左は1座分の供物
です。写真下のように、修法後には壇上・道場が相当汚れま
す。供えて、拝んで、清めて、また、新しい供物を供えて…の繰
り返しですから、大変な労力と時間がかかります。

　厄除祈願は毎年受けるのが理想的です。厄年だから…で
はなく、運勢のよい年であってもさらに善くなるよう祈ること
が大切です。当院の星型御守（肌身用）は手づくりです。口コ
ミでご好評いただいております。毎年、二重祈願以上のお申
込みをお勧めします。

運勢と厄除祈願の考え方運勢と厄除祈願の考え方

御守の密度御守の密度

供物について供物について

　精進潔斎で臨む行者のスケジュールは過密です。序
盤は睡眠を削り食事や休憩をとらず行じます。中々こた
えますが、皆さまの幸せを祈れることは行者にとってこ
の上ない喜びです。毎年、感謝の念で結願を迎えます。
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